
表 紙 写 真  令和６年度の表紙写真は東秩父村にあるさまざまな文化財を

　　　　　 紹介していきます。今号は白石の神送りです。

2024年・春号

H i g a s h i C h i c h i b u  V i l l a g e

東秩父の今とこれからを、あなたと一緒に考える情報誌

第25号第25号
村議会村議会 だよりだより

東ちちぶ東ちちぶ

東秩父村議会HP 会議録検索

県指定 無形民俗文化財　

白
し ろ い し

石の神
か み お く

送り
　「鳴

なる

神
かみ

を送るぞ」「風
か ぜ

邪の神を送

るぞ」等と墨書した小旗を篠竹の

先につけて、青竹と桧
ひのき

の枝で作った

神
みこし

輿には穴の開いた大きな草
わらじ

鞋を乗

せ、各家庭から出されたカワラガシ

（豆を煎
い

って障
しょうじ

子紙
がみ

でおひねり状に

くるみ、頭の上から足の先まで撫で

下ろして厄や病を移したもの）を集

めながら、地区の境まで運ぶ行事

です。

　かつては大内沢、坂本、皆谷の

朝
あさ

日
ひ ね

根・新
あら

田
た

・皆
かい

谷
や

、御堂の萩
はぎだいら

平、

さらに小川町の赤
あか

木
ぎ

・栗
くりやま

山でも行わ

れていた民間行事ですが、次第に

行われなくなり、白石に残るのみと

なりました。古くは５月の初丑
うし

の日、

現在は５月の第２日曜日に行われて

います。

少子化が進み、平成以降は参加者のほとんどが

大人です。白石以外の地区の人や、ハイキングで

訪れた人が飛び入りで参加することもあります。

昭和の頃は、行
ぎょうじ

事や若
わか

長
ちょう

以外は

地区の子どもたちが歩きました。

昭和50(1975)年頃

第１回
定例会
（３月）

平成24(2012)年、埼玉県の

無形民俗文化財に指定されました。



2村議会だより東ちちぶ 第25号（令和６年３月定例会）

持
続
可
能
な

　

村
づ
く
り
を

3 月
定例会

第1回定例会の主な内容（開催：３月５日〜13日）

　村長提出議案27件（専決処分の承認２件、条例の一部改正11件、

令和５年度補正予算６件、令和６年度予算６件、組合の規約変更１件、

人事１件）について審議しました。

　一般質問は２名が登壇。定期監査報告、文教厚生常任委員会報告が

行われました。

　村執行部は予算編成にあたり、５年度に続き「村

職員の財政状況の把握とコスト意識の醸成」「将来

にわたり持続可能な予算編成の確立」「突発的な事

態及び新庁舎建設に備えた基金の維持」を基本理

念として掲げた。しかし、議会からもたびたび指

摘しているが、土地の購入や売却において、買う

のは高く・売るのは安く、また購入予定地の地目

を確認せずに地権者に高い地代を提示してしまう

といった事案が見受けられる。

　各課局は新庁舎建設のために事務の効率化を図

るなどして経費の削減に努め、職員のコスト意識

を高めるため、６年度当初予算については課局長

以外の職員も事業や経費の検討に加わったとのこ

とだが、「どうすればコストパフォーマンス（※）を
上げられるか」といった工夫は現状ではまだ浅い

と思われる。

　行政上の成果・住民サービスはもちろんコスト

だけでは測れない。しかし、予算編成における職

員の財政把握・コストの認識は「持続可能な村」

づくりへつながるものでもあり、執行部には今後

も積極的に取組み続けてほしい。

※コストパフォーマンス…価格性能比、費用対効果の

ことで、「コスパ」と略されます。安い費用で高い効

果が得られると「コスパが高い(良い）」となります。

令和６年度一般会計予算

求む！職員のコスト意識

ここが
ポイント
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次
の
ペ
ー
ジ
は 

議
案
と
賛
否
の
一
覧 

／ 

定
期
監
査
報
告 

／ 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

令和６年度 一般会計予算

   21億9800万円

※万円未満切り捨て

国・県支出金

1億9443万円

国・県支出金

1億9443万円

その他 　　 1億　988万円その他 　　 1億　988万円

地方交付税

12億3200万円

地方交付税

12億3200万円

村民皆さんからの税金

2億3366万円

村民皆さんからの税金

2億3366万円

基金からの繰入金
2億1273万円

基金からの繰入金
2億1273万円

繰越金　　    6000万円繰越金　　    6000万円

歳入村に入るお金
（見込み）※万円未満切り捨て

衛生費
（ごみ処理・国保などに）

3億7700万円

衛生費
（ごみ処理・国保などに）

3億7700万円

民生費
（福祉のために）

2億8323万円

民生費
（福祉のために）

2億8323万円

教育費
（学校管理・生涯学習などに）

2億1104万円

教育費
（学校管理・生涯学習などに）

2億1104万円

土木費（道路管理・地籍調査などに）

1億6556万円

土木費（道路管理・地籍調査などに）

1億6556万円

消防費（常備消防負担金などに）

1億6210万円

消防費（常備消防負担金などに）

1億6210万円

公債費（借入金の返済に）

1億5524万円

公債費（借入金の返済に）

1億5524万円

歳出村が使うお金
（見込み）

その他

2億6911万円

その他

2億6911万円

総務費
（給与等・管理・企画
などに）

5億3172万円

総務費
（給与等・管理・企画
などに）

5億3172万円

議会費（報酬・給与等・会議録等）4300万円議会費（報酬・給与等・会議録等）4300万円

村債      　    9730万円村債      　    9730万円

地方消費税交付金 　5800万円地方消費税交付金 　5800万円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

※万円未満切り捨て表示のため、それぞれの合計額には差が生じます。

前年度比

1億1000万円
5.27％増

　　　歳出　令和5年度当初予算との比較

給与費 7億38万7000円　5年度 6億4180万3000円（+5858万4000円）

商工費 

 和紙の里施設管理事業　1億916万5000円　5年度 2017万5000円（+8899万円）　

　新規）道の駅フードコート浄化槽移設及び外構工事費

        7265万8000円

　新規）施設用土地購入費 1768万8000円

約9.13%アップ

441.1%アップ

長年にわたる道の駅フードコートの悪臭問題、
解決なるか

※給与費は総務費以外のところにも含まれています。

大雨時の浸水対策にも



お知らせします 審議した議案と議員の賛否
上程された議案・概要・結果

○：賛成  ×：反対  欠：欠席

質
疑
数

結  

果

栗
島
廣
行

鷹
野 

明

百
瀬
浩
子

野
口
勝
則

田
中
秀
雄

高
野
貞
宜

渡
邉　

均

松
澤
公
一

専 決 処 分

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部改正
0 可 決 × ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

東秩父村手数料条例の一部改正 2 可 決 × ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 の

制 定

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

東秩父村保育所設置及び管理条例の一部改正 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例及び東秩父村家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険条例の一部改正 2 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正
0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部改正

0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の一部改正

0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準

等を定める条例の一部改正
0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

和紙の里関連施設設置及び管理条例の一部改正 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

村営住宅設置条例の一部改正 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

簡易水道事業給水条例の一部改正 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

令和5年度

補 正 予 算

一般会計補正予算（第５号） 10 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第２号） 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

簡易水道事業会計補正予算（第３号） 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業会計補正予算（第４号） 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度

予 算

一般会計予算 31 可 決 × ○ ※ ○ × ○ ○ ○

国民健康保険特別会計予算 1 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

簡易水道事業会計予算 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業会計予算 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

そ の 他 小川地区衛生組合の規約変更 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

人 事 監査委員の選任 0 同 意 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

[※]議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。 賛否同数の場合のみ、「議長裁決」として表明します(「裁」と記載)。
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5 村議会だより東ちちぶ 第25号（令和6年５月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
村
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
2
名
の
議
員
が
一
般
質
問

１ 

調
査
事
項

　

東
秩
父
村
の
教
育
に
関
す
る
事
項

（
１
）
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
活
用
状
況
の

調
査

（
２
）
学
校
運
営
の
課
題
等
の
調
査

（
３
）
そ
の
他
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
資

す
る
調
査

２ 

調
査
の
経
過

◆
令
和
５
年
７
月
10
日（
月
）

 

視
察 

小
川
町
﹁
カ
ワ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
﹂

出
席
：
委
員
全
員

内
容
：
東
秩
父
中
学
校
の
水
泳
指
導
民
間

委
託
に
お
け
る
プ
ー
ル
授
業
視
察

◆
令
和
５
年
10
月
18
日（
水
）

 

視
察 

東
秩
父
村
立
槻
川
小
学
校

出
席
：
委
員
全
員
及
び
委
員
外
議
員
２
名

内
容
：
各
授
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
状
況
の
視

察
、施
設
巡
回
、管
理
職
と
の
意
見
交
換

◆
令
和
５
年
10
月
27
日（
金
）

 

視
察 

東
秩
父
村
立
東
秩
父
中
学
校

出
席
：
委
員
全
員
及
び
委
員
外
委
員
２
名

内
容
：
各
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
状

況
の
視
察
、
施
設
巡
回
、
管
理
職
と
の
意

見
交
換

◆
令
和
６
年
２
月
13
日（
火
）

　

 

調
査 

東
秩
父
村
に
お
け
る
教
育
情
報
シ

ス
テ
ム
機
器
の
更
改

　

出
席
：
委
員
全
員

内
容
：
教
育
委
員
会
事
務
局
と
の
意
見
交

換
３ 

調
査
の
中
間
報
告

　

本
委
員
会
は
右
記
の
と
お
り
調
査
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
東
秩
父
村
の
教
育
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

（
１
）
総
務
課

・
職
員
の
モ
ラ
ル
及
び
教
育
…
過
去
の
例
月

出
納
検
査
に
お
け
る
書
類
の
不
備
に
対
す

る
指
摘
事
項
の
改
善
が
図
れ
て
い
な
い
こ

と
が
あ
る
た
め
、
内
部
統
制
や
体
制
整
備

が
さ
れ
て
い
る
か
確
認
。

・
研
修
バ
ス
運
行
業
務
委
託
…
令
和
４
年
度

予
算
算
出
根
拠
、
予
算
が
不
足
し
た
際
の

補
正
及
び
流
用
の
考
え
方
、
使
用
申
請
方

法
を
確
認
。

・
土
地
売
買
…
令
和
４
年
度
の
鉄
塔
用
地
売

買
契
約
の
内
容
、
契
約
日
、
登
記
日
、
納

入
日
、
契
約
金
額
の
算
定
根
拠
を
確
認
。

・
新
庁
舎
建
設
事
業
…
新
庁
舎
の
特
徴
、
旧

庁
舎
か
ら
の
移
動
費
用
や
解
体
費
用
、
現

在
使
用
し
て
い
る
各
種
物
品
等
の
活
用
、

職
員
か
ら
の
要
望
の
取
り
扱
い
を
確
認
。

指
摘
事
項
・
意
見
等

・
職
員
の
モ
ラ
ル
及
び
教
育
…
事
務
適
正

化
推
進
方
針
を
示
し
、
内
部
統
制
制
度
を

導
入
す
る
よ
う
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
庁
舎
建
設
事
業
…
令
和
５
年
度
決
算
審

査
時
に
、
予
算
17
億
円
を
目
標
に
掲
げ
た

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
設
計
業
者
が
選

定
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
本

設
計
業
者
は
茨
城
県
大だ

い

ご子
町
新
庁
舎
に

も
携
わ
っ
て
お
り
、
基
本
設
計
の
変
更
が

６
回
あ
っ
た
こ
と
が
大
子
町
Ｈ
Ｐ
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
見

解
と
し
て
、

・
所
管
課
…
大
子
町
新
庁
舎
の
基
本
設
計

変
更
の
経
緯
等
に
つ
い
て
、
詳
細
に
把
握

す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
設

計
業
者
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
述
べ

た
﹁
公
共
建
築
の
難
し
さ
を
痛
感
﹂
と
い

う
部
分
に
つ
い
て
、
今
後
の
事
業
進
捗
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
の
か
真
意
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

予
算
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ

た
17
億
円
以
内
で
建
築
で
き
る
よ
う
、
デ

ザ
イ
ン
等
を
含
め
て
本
村
に
適
合
し
た
設

計
と
し
、
財
政
面
を
一
番
に
考
慮
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
利
用
者
、
特
に
高
齢
者

や
職
員
の
安
心
安
全
確
保
等
、
機
能
面
や

衛
生
面
に
重
点
を
お
い
た
設
計
と
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

（
２
）
住
民
福
祉
課

　

老
人
福
祉
施
設
土
地
貸
付
料
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
分
の
賃
貸
借
料
が
決
算
額
に

計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
要

因
を
確
認
。

　

指
摘
事
項
・
意
見
等
は
特
に
な
く
、
静

観
す
る
に
留
め
ま
す
。

定
期
監
査
報
告
（
要
約
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

見
て
聞
い
て
考
え
る

村
の
教
育 

現
状
と
課
題

代
表
監
査
委
員　

吉
野 

文
泰

議
会
監
査
委
員　

高
野 

貞
宜

　

常
任
委
員
会
は
、
村
の
課
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
調
査
・
研
究
し
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
は
教
育
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
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栗
くりしま

島廣
ひろゆき

行 議員

①職員の労働安全衛生について
　 以下要約

（１）本村の産業医業務委託契約の背景等は

（２）本村の労働安全衛生体制はどうなっているか

（３）労働安全衛生規則に規定された業務内容は

（４）職員に行われるストレスチェックの内容は

（５）東秩父村職員衛生推進委員会に対してはどの
ような助言があるか

（６）事故等の補償規定による補償内容は

（７）産業医業務委託契約書における確認者とは

野
の ぐ ち

口勝
かつのり

則 議員

①足立村長３期の実績を振り返り、後の
課題と方向性について

　 以下要約

（１）防災タブレット配付で重視する点、災害発生
を踏まえた事業計画は

（２）「道の駅和紙の里ひがしちちぶ」に続く観光場
所の整備についての見解は

（３）４期目に向けた考え、出処進退について

問 平成28年度から行われている、産業医業務

委託契約の内容はどのようになっているか。

答 労働安全衛生規則に掲げられているもので、

健康診断の実施及び健康診断後の面接や指導、

健康相談や作業環境に関すること等です。

問 東秩父村の労働安全衛生体制は、どうなって

いるか。

答 東秩父村職員安全衛生管理規程で、安全衛生

管理者として総務課長を置き、衛生推進者と

して職員から村長が選任して衛生推進委員会を組織

するとしています。

問 50人以上の職員がいる事業場は、衛生管理

者、産業医を選任しなければならないことに

なっているが、現在、選任しているか。

答 衛生管理者は選任していません。衛生管理者

の資格要件を満たす職員がいるか確認してい

ます。産業医は平成28年度から選任しています。

産業医の要件に合致しているか、今後確認予定です。

問 50人以上の職員がいる事業場は衛生委員会

を設置しなければならないことになっている

が、現在、設置しているか。

答 設置していません。早急に対応する必要があ

り、今後、執行部で協議・検討していきます。

問 東秩父村職員安全衛生管理規程が施行されて

いると答弁されたが、この規程は村のオリジ

ナルのものか。

答 健康リスクの高い状況にある職員を見逃さな

いための機運が高まり、平成22年４月１日、

東秩父村職員安全衛生管理規程が施行されました。

村オリジナルのものと思われます。

問 労働安全衛生法には、「安全衛生管理者」「衛

生推進委員会」という文言は出てこない。東

秩父村職員安全衛生管理規程との整合性はないよ

うだが、これらのくい違いについて、東秩父村の

考えは。

答 この規程は施行当時、他自治体のものを参考

に整備したものと考えられます。今後は、職

員50人以上の事業場となる形に則り、現行の規程

は衛生委員会を設置した時点で廃止していきます。

衛生委員会設置を
協議・検討します

主な
答弁

労働安全衛生体制が未成熟 東
秩
父
村
の
様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
行
政
に
考
え
を
聞
く
の
が
一
般

質
問
。
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
時
間
は
答
弁
も
含
め
て
60
分
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
て
執
筆
（
要
約
）
し
た
も
の

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
議
員
の
質
問
は
言
い
切
り
型
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

村
政
の

こ
こ
が

聞
き
た
い

2
名
の
議
員
が

一
般
質
問

一般質問

栗島廣行栗島廣行議員議員

法に基づいた法に基づいた
体制整備を体制整備を



7 村議会だより東ちちぶ 第25号（令和6年５月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は　

質
疑
応
答
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

／ 

議
長
の
歳
時
雑
感

代表的事業の今後の方向性について

問 足立村政ではタブレット端末を全世帯に配付

し、防災情報をいち早く周知できる環境が整

備された。今後は地域防災力の維持向上の観点から

どのようなことを重視されていくのか。

答 これまで、避難所の見直し、防災倉庫の設置、

ハザードマップの改訂、防災タブレットの更

改等を行ってきました。今後も関係機関と連携しな

がら、自助・共助・公助の取組みを適切に実施し、

地域防災力の向上に努めていきます。

問 能登半島地震や近年頻発している豪雨災害

を踏まえた、村としての取組みや事業計画は。

答 村では「災害時職員初動マニュアル」や「初

動体制早見表」を整備し、職員が訓練を実施

しています。地域では、長期化した避難生活を想

定した避難所運営や、在宅避難の方法などを訓練

として実施していく計画です。最終的には村全体

での総合的な防災訓練を目指し、防災事業を進め

ていきます。

問 「道の駅和紙の里ひがしちちぶ」について

は開業以来、毎年大勢の方が利用しており、

村の観光拠点となりました。継続的に観光客を呼

び込む手段としての整備や、観光ＰＲについての

考えは。

答 道の駅整備事業は、私が就任当初から目指し

ている「小さな拠点づくり」そのもので、和

紙の里を核とした拠点とするべく、事業進行に邁進

してきたと自負しています。令和６年は、細川紙の

制作技術がユネスコ無形文化遺産の登録を受け10

年の節目となります。今後も、手漉き和紙のランド

マークである道の駅がより充実した施設となるよう、

継続的に力を注いでいくべきと思っています。

問 来
きた

る８月の村長選挙に対し、４期目に向けた

考え、出処進退については。

答 今後の行政運営につきましても、様々な課題

も多いかと思いますが、ご支援ご指導を賜り

ました皆様に衷
ちゅうしん

心よりお礼を申し上げ、今期をもち

まして退任させていただきます。

今期をもちまして
退任させていただきます

主な
答弁

足立村政12年の実績

野口勝則野口勝則議員議員

村長村長
４期目の４期目の
進退は？進退は？

議
案
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認

　

戸
籍
法
に
基
づ
く
事
務
に
係
る
改
正
規
定

の
令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴
い
、

東
秩
父
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
同
日
ま
で

に
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

問

３
月
１
日
の
施
行
で
、
住
所
地
で
な
く

て
も
戸
籍
を
発
行
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
同
日

稼
働
し
始
め
た
は
ず
が
、
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
事
例
が
多
発
し
て
お
り
、
本
村
も
同
様
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答

地
域
的
な
問
題
や
シ
ス
テ
ム
の
異
常
で

は
な
く
、
ア
ク
セ
ス
数
が
多
過
ぎ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
案
第
14
号　

令
和
５
年
度
東
秩
父
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
７
４
０
３
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
25
億
２
８
８
万
７
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

歳
出
︶
土
木
費　

地
籍
調
査
事
業
費

 

５
０
７
０
万
６
０
０
０
円

問

補
助
金
の
対
象
事
業
分
は
４
１
１
１
万

円
、
内
示
率
１
０
０
％
と
い
う
説
明
を
受
け

た
。
総
事
業
費
の
５
０
７
０
万
６
０
０
０
円

と
は
差
額
が
あ
る
が
、
そ
の
分
は
村
単
独
費

に
な
る
の
か
。

答

地
籍
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

地
区
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
国
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
違
う
た
め
、
年
度
ご
と
に
契
約
内

容
が
異
な
り
ま
す
。
契
約
に
よ
り
経
費
率
も

違
い
、
ま
た
業
務
委
託
の
入
札
に
お
い
て
差

金
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

シ
ス
テ
ム
の
リ
ー
ス
料
と
保
守
料
は
補
助
対

象
外
の
た
め
、
村
単
独
費
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
20
号　

令
和
６
年
度
東
秩
父
村

一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
21
億
９
８
０
０
万
円
と
す
る
も
の
。

問

本
格
予
算
か
、
骨
格
予
算
か
。

答

本
格
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
が
、

村
長
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
補
正
予
算
及
び

質
疑
応
答
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
抜
粋
・
要
約
）
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次
年
度
の
予
算
へ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問

令
和
６
年
度
の
注
目
す
べ
き
事
業
を
、

新
庁
舎
建
設
以
外
で
。

答

和
紙
の
里
施
設
管
理
事
業
と
し
て
、
道

の
駅
フ
ー
ド
コ
ー
ト
浄
化
槽
移
設
及
び
外
構

工
事
を
行
い
ま
す
。

歳
出
︶
商
工
費　

和
紙
の
里
施
設
管
理
事
業

道
の
駅
フ
ー
ド
コ
ー
ト
浄
化
槽
移
設
及
び
外

構
工
事
費　

 

７
２
６
５
万
８
０
０
０
円

問

工
事
業
者
と
観
光
客
等
利
用
者
の
双
方

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
車
両
進
入
路
等
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

工
事
期
間
は
令
和
６
年
11
月
か
ら
令
和

７
年
２
月
、
来
場
者
の
少
な
い
時
期
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
浄
化
槽
設
置
箇
所
に
は
防
護

壁
を
備
え
、
村
道
１
│

１
号
線
か
ら
直
接
工

事
車
両
が
出
入
り
し
、
一
般
の
お
客
様
と
は

動
線
が
か
ぶ
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
業
者
に

対
し
て
も
安
全
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
既
存
の
浄
化

槽
撤
去
に
お
い
て
は
正
面
入
り
口
か
ら
工
事

車
両
が
入
る
た
め
、
そ
の
際
に
は
店
舗
の
一

時
休
業
を
含
め
て
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

浄
化
槽
の
流
入
管
に
つ
い
て
、
山
側
の

土
手
の
上
を
回
す
予
定
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

土
手
の
土
留
め
は
木
製
の
た
め
、
耐
久
性
が

心
配
。
設
置
後
の
改
修
工
事
の
こ
と
ま
で
考

え
る
と
、
配
管
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
見
直

し
で
き
な
い
か
。

答

流
入
管
を
ど
こ
に
通
す
か
は
難
し
い
問

題
で
、
現
在
設
計
業
者
と
協
議
中
で
す
。

問

各
店
舗
へ
の
休
業
中
の
営
業
補
償
は
。

答
（
株
）
和
紙
の
里
、
Ｊ
Ａ
埼
玉
中
央
と
の

協
定
書
に
は
、
工
事
等
に
よ
る
休
業
の
際
の

営
業
補
償
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

顧
問
弁
護
士
に
よ
る
と
、
支
払
い
の
義
務
は

発
生
し
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
村
と
し
て
は

休
業
期
間
を
最
短
と
す
る
べ
く
調
整
に
努
め

ま
す
。

歳
出
︶
総
務
費　

庁
舎
管
理
費　

新
庁
舎
建

設
設
計
・
監
理
業
務
委
託
料  

３
０
４
０
万
円

問

事
業
の
遅
れ
等
諸
問
題
の
発
生
時
に
は

議
会
ま
た
は
建
設
委
員
会
等
に
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答

今
後
と
も
村
と
議
会
議
員
で
い
ろ
い
ろ

連
絡
を
密
に
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

歳
出
︶
総
務
費　

賦
課
徴
収
経
費　

地
籍
調
査
に
お
け
る
公
図
修
正
業
務
委
託
料　

 

 

１
５
４
万
７
０
０
０
円

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
更
新
及
び
保
守

業
務
委
託
料　

 

１
５
９
万
３
０
０
０
円

歳
出
︶
土
木
費　

地
籍
調
査
事
業
費　

地
籍
調
査
支
援
シ
ス
テ
ム
保
守
業
務
委
託
料　

 

 

46
万
２
０
０
０
円

地
籍
調
査
支
援
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス
料

 

１
０
５
万
４
０
０
０
円

問

税
務
会
計
課
と
建
設
課
で
そ
れ
ぞ
れ
使

用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
に
つ
い
て

説
明
を
。

答

税
務
会
計
課
で
は
地
籍
調
査
に
お
い
て

新
旧
の
デ
ー
タ
を
併
存
さ
せ
て
い
る
ほ
か
公

図
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

答

建
設
課
で
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
、

筆
界
の
座
標
を
取
り
込
み
、
登
記
申
請
の
た

め
の
デ
ー
タ
化
を
図
る
も
の
で
す
。

問

そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
い
う
こ
と
だ
が
、
比

企
郡
で
は
公
図
の
閲
覧
を
中
止
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
両
課
で
よ
く
話
し
合
い
、
１

本
化
を
真
剣
に
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

閲
覧
の
中
止
等
に
は
ま
ず
住
民
の
ご
意

見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

答

分
合
筆
し
た
土
地
の
対
応
な
ど
、
問
題

点
を
明
確
に
し
、
今
後
関
係
課
局
と
検
討
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

歳
出
︶
民
生
費　

老
人
福
祉
一
般
経
費　

老

人
保
護
措
置
業
務
委
託
料

 

２
７
０
万
１
０
０
０
円

問

内
訳
は
。

答

村
外
の
養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し

て
い
る
方
１
名
に
つ
い
て
の
委
託
料
で
す
。

問

財
源
は
。

答

予
算
書
の
諸
収
入
、
雑
入
に
お
け
る
老

人
保
護
措
置
徴
収
金
１
０
４
万
１
０
０
０
円

で
、
老
人
福
祉
法
と
国
の
指
針
に
基
づ
き
、

本
人
の
収
入
に
応
じ
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

問

こ
の
徴
収
金
に
つ
い
て
は
、
本
来
雑
入

で
は
な
く
12
款
の
分
担
金
及
び
負
担
金
で
、

民
生
費
負
担
金
と
す
る
べ
き
で
は
。

答

ご
指
摘
を
受
け
、
財
政
担
当
、
保
健
衛

生
課
と
も
再
度
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

歳
出
︶
消
防
費　

常
備
消
防
費　

常
備
消
防

負
担
金　

 

１
億
１
０
８
６
万
９
０
０
０
円

問

人
件
費
高
騰
と
言
い
な
が
ら
比
企
広
域

の
常
備
消
防
の
職
員
は
来
年
度
６
名
増
員
。

人
数
や
予
算
に
制
限
が
な
い
か
の
よ
う
だ
が
、

増
え
続
け
る
負
担
金
に
対
し
、
会
議
等
で
他

の
自
治
体
か
ら
意
見
は
な
か
っ
た
の
か
。

答

個
別
の
訪
問
で
予
算
の
説
明
を
受
け
た

際
に
、
経
費
の
削
減
に
努
め
て
ほ
し
い
と
言

い
ま
し
た
。
今
後
も
そ
う
い
っ
た
意
見
は
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歳
出
︶
総
務
費　

総
務
一
般
経
費

埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
負
担
金

 

１
３
８
万
８
０
０
０
円

問

導
入
の
動
機
は
。

答

県
内
63
市
町
村
で
、
導
入
し
て
い
な
い

の
は
本
村
と
他
１
町
。
新
庁
舎
建
設
ま
た
そ

れ
以
外
で
も
入
札
時
の
職
員
の
負
担
軽
減
に

な
り
ま
す
。

問

そ
も
そ
も
の
入
札
件
数
が
少
な
い
本
村

で
、
導
入
コ
ス
ト
に
見
合
う
成
果
は
得
ら
れ

る
の
か
。
ま
た
一
般
競
争
入
札
と
な
れ
ば
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
す
る
と
思
う
が
対
応

は
万
全
な
の
か
。

答

参
加
業
者
の
増
加
で
差
金
が
見
込
め

ま
す
。
ま
た
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
対
応
す
る
た
め
職
員
の

負
担
が
減
り
ま
す
。
担
当
者
が
埼
玉
県
総

務
部
の
入
札
審
査
課
と
綿
密
に
連
絡
を

取
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
で
き
る
と
思

い
ま
す
。



議長 百瀬 浩子

〜
ま
ん
が
日
本
昔
話
よ
り
〜

「
田
植
え
地
蔵
」の

美
し
き
心
象
風
景

9 村議会だより東ちちぶ 第25号（令和6年５月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は 

「
み
ん
な
の
声
」
村
に
移
住
し
た
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！　

※賛成討論はありませんでした。

　予算審議の中で疑問に感じた点を思慮しつつ、

質疑の内容を踏まえて反対討論とします。

　令和６年度予算は東秩父村にとって節目となる

予算です。質疑の際に「これは本格予算である」

と答弁されましたが、８月の村長選挙で新たに選

出される村長の下で事業が執行されることになり

ます。義務的経費は年度を通じての予算化もやむ

を得ませんが、投資的経費は新執行部成立後に予

算化して執行するのが順当ではないでしょうか。

　令和６年度一般会計予算において、以前から質

疑して答弁もいただいていた自動販売機電気料の

契約書の不備がまだ修正されていません。また埼

玉県電子入札共同システム負担金について、シス

テム導入には多くの初期投資とランニングコスト

を要するものの、村には電子入札のノウハウが足

りておらず、実施は時期尚早と思われます。

　地籍図の管理や発行業務について建設課と税務

会計課間で集約化できないか、職員用仮駐車場は

新たに造らずふれあい広場駐車場を活用して資金

を浮かせるべきではないか、新庁舎建設を予定し

ていながら職員駐車場に使える村有地を東電に貸

してしまったのはなぜか、区長制度が変わったに

も関わらず予算措置の内容が変わっていない、充

電器の権利金についても大分前に「対応する」と

答弁されたがまだ変わっていません。その他、老

人保護措置徴収金、会計年度任用職員の雇用保険

の取り扱い、村有林管理事業、社会福祉協議会補

助金など、指摘したい事項、問題に感じるところ

が多々あります。

　また、予算書の給与明細書に記載ミスがあり、

８日に差し替えられました。これは課長との打合

せの中で指摘したものですが、原稿の段階での緩

慢な見過ごしなのか、職員は気を引き締めて予算

編成にあたっていただきたい。

　諸問題点を組み替えて編成されれば賛成の余地

もあります。ぜひご検討をお願いしたい。

栗島廣行議員　反対討論（要約）

投資的経費は
新執行部成立後の予算化が順当

論討 令和６年度一般会計予算について討論が行われました。

対対反反

　

男
の
子
の
姿
に
身

を
変
え
て
、
信
心
深

い
働
き
者
の
田
植
え

を
手
伝
う
お
地
蔵
様

の
お
話
で
す
。

　

ど
こ
か
ら
と
も
な

く
現
れ
て
、
歌
い
な

が
ら
と
て
も
楽
し
そ

う
に
田
植
え
を
す
る

姿
に
周
囲
の
人
々
も

作
業
が
は
か
ど
り
ま

し
た
。
日
没
近
く
ま

で
作
業
を
し
て
い
た

男
の
子
は
﹁
は
っ
﹂
と

我
に
返
っ
た
よ
う
に

大
慌
て
で
走
り
だ
し

ま
し
た
が
、
倒
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
駆
け

寄
っ
て
助
け
起
こ
そ

う
と
し
ま
す
が
重
い

の
な
ん
の
ピ
ク
リ
と

も
動
き
ま
せ
ん
（
こ

の
場
面
に
は
い
つ
も

泣
か
さ
れ
ま
す
）。

　

そ
う
こ
う
す
る
う

ち
に
男
の
子
は
元
の

お
地
蔵
様
の
姿
に
！

謎
は
解
け
、
村
人
た

ち
は
お
堂
を
建
て
て

大
切
に
ま
つ
り
ま
し

た
。

　

お
地
蔵
様
の
泥
の

つ
い
た
足
か
ら
、
心
温

ま
る
物
語
へ
と
ふ
く

ら
ん
だ
昔
の
人
の
想

像
力
と
創
作
力
。

　

青
々
と
し
た
早
苗
、

き
ら
め
く
水
面
、
茜

色
の
夕
空
。
美
し
い

自
然
と
何
気
な
い
日

常
の
景
色
。
雨
の
季

節
は
童
心
に
か
え
っ

て
、
昔
話
や
絵
本
の

世
界
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

問

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

ど
の
く
ら
い
か
。

答

年
間
約
35
万
円
と
聞

い
て
い
ま
す
。

歳
出
︶
消
防
費　

防
災
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

防
災
タ
ブ
レ
ッ
ト
保
守
巡
回

業
務
委
託
料

　
　

１
３
４
万
２
０
０
０
円

問

電
源
Ｏ
Ｎ
率
は
。

答

巡
回
直
後
は
90
％
近

く
な
り
ま
す
が
、
次
第
に
下

が
り
ま
す
。

問

設
置
拒
否
の
方
の
数
を

把
握
し
て
対
応
し
て
い
る
か
。

答

正
確
に
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ス
マ
ホ
で
も
タ

ブ
レ
ッ
ト
と
同
じ
防
災
情
報

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
今
後
も

説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

防災アプリ【ライフビジョン】
防災タブレットに配信された
情報が、スマートフォンでも
受け取ることができます。
ぜひ登録をお願いします。

議
長
議
長
のの
歳歳さ

い
さ
い

時時じじ

雑雑ざ
っ
か
ん

ざ
っ
か
ん感感



傍聴時のお願い

入場前に、入り口にて氏名・
住所をご記入ください
─────────────
議場は開会中いつでも出入
りできますが、傍聴席以外
への立ち入りはできません
─────────────
議事進行中はお静かに願い
ます

６月４日（火）
10時 開会予定です

次回定例会の予定
３月定例会の傍聴者数は

のべ３人でした

10村議会だより東ちちぶ 第25号（令和６年３月定例会）

委　員　長　渡邉　均
副委員長　栗島廣行

委　　員

鷹野　明・百瀬浩子・野口勝則
田中秀雄・高野貞宜・松澤公一

編・集・後・記

　元日から、能登半島での大きな地震

災害と、翌日の衝撃的な航空機事故で

始まった今年ですが、３月定例議会で

は令和６年度予算が可決され、小・中

学校でも卒業式・入学式を経て新しい

年度が始まりました。

　これからも、様々な課題や話題につ

いて、より分かりやすい紙面作りに努

め、お伝えしてまいります。

 議会だより編集委員会

25

傍聴に行こう！

　「村内に小回りの利く交通機関があれば」とお酒を

飲んだときにたまに思います(笑)。

　できるだけ今の自然や環境を残してほしいです。

　地区の寄合いや神社の直
なおらい

会等は、都市部にはなかなか

ないので残してもらいたいです。移住後に参加させてい 

 ただいている神代里神楽などの伝統芸

能も、今以上のにぎわいになるよう、

行政にも支援していただければと思

います。

　元は東京住まいで、アパートの建て替

えがきっかけです。当初は秩父市中心に

探しましたが、なかなか物件が見つから

ず、たまたま不動産屋さんに紹介された

のが今の家です。東秩父村のことは全く

知らず、田舎暮らしの自信もないまま越し

て来ました。（小菅）

　さほどの知り合いでもなかった頃です

が、小菅さんの家に遊びに来たら村で暮

らしたくなりました。何回目かに「空き

家ないかな」と言ったところ、ご縁があ

り、それからは皆さんの優しさのおかげで

やってこられています。（今枝・太田）

「東秩父村」へ移住してきた理由は「東秩父村」へ移住してきた理由は

問題に感じたことや、問題に感じたことや、
今後の希望・要望などは今後の希望・要望などは

　治癒しにくい病気がありましたが、村に来て食事にも気をつける

中でほぼ完治し、その後、子どもも生まれて元気に育っています。

ここは本当に水がきれいですよね。

　夜が本当に静かで、星空がとにかくきれい。音楽の仕事などで都

内に行くと、空気も違うので１日で「あー帰りたーい」となります。

　「不便ではないのか」とよく聞かれますが、都市部での『コンビ

ニやスーパーに歩いて行き、移動は電車』の方が今では不便に感じ

ます。車生活に慣れました。

　子どもたちに親戚のように声をかけて見守ってくれる方がいて、

子どもたちも行き合う大人に屈託なく接することができます。安

心してのびのびと走り回れる環境が本当にありがたいです。

　地元の皆さんのご迷惑にならないようになど、初めはかなり緊張

していましたが、本当に親切な方がいて、友人もできて、移住満

　足度は100点満点で2000点です。

移住してきてよかったことは移住してきてよかったことは

第
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号 

令
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年
５
月
１
日
発
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責
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今今
いまえだいまえだ

枝枝  潤潤
じゅんいちろうじゅんいちろう

一郎一郎さんさん 太太
お お たお お た

田田  典典
の り この り こ

子子さんさん

★５月25日（土）11時より★

「第３回 東秩父村 
天空音楽祭」柴の集会場
から地域を盛り上げます！

小小
こ す がこ す が

菅菅  桂桂
けいけい

  さんさん 小小
こ す がこ す が

菅菅  康康
こうへいこうへい

平平さんさん小小
こ す がこ す が

菅菅  雲 雲 さんさん
しょううんしょううん  

今号は、坂本の小菅さん、今号は、坂本の小菅さん、

奥沢の今枝さんと太田さんに奥沢の今枝さんと太田さんに

お話を伺いましたお話を伺いました

村に移住した皆さんに
聞きました！


